
45 cm アルミ羽根作業扇 


OPF-18A 

取扱説明書- 



このたびは、弊社『45 cm アルミ羽根作業扇 OPF -18 AJ をお買い上げ項きましてまことにあし」がとう 
ごさいます。ご使用前に必ず取扱説明番をお袋みください0なお、この取扱説明番は大切に保管してください0 



♦ご使用になる前に、安全上の注慂をよくお誘みの上、正しくお使いください0 
♦ここに示しました注慂事項は、守らないと人身事故や、家財の損害に結びつく重大な内容を記載して 
おし」ますので、必ず守つてください。 

♦お親みになつた後は、お使いになる方がいつでも見られる埋所に保管してください。 


表示と意味について—— 



表示の意味 


囡記号の例 


圔 


C 


分解禁止 


誤った取 y 扱いをすると、人が死亡または重傷を負ラ危険性が想定される 
内容を示しています。 


誤った取り扱いをすると、人が傷客^負った认物抑れる 
内容を示しています。 


0 K 号の患味 


〇の K 号は、禁止の行為を示します* (してはいけないこと） 
員体的な禁止の内容は、文章や絵で示します。 

左0の場合は、 r 分解禁止」を示しています。 


を示しています。 


•の記号は、行為を強制した y 指示する内容を示しています。 

プラグ在抜く具体的な強制内容は、文章や絵で示します。 

左0の場合は、 r 差込ブラグをコンせントから抜く」ことを示しています。 




絶対に改 a はしない • 火災 • »罨 • クガの 
故れがあ y ます • 


っ しじ じ‘:。-- 〆 こ1 


E11 


交流 100 V を使 5* 交流 100 V 以外の 
うと、火災感電の恐れがあ y ます< 


€ 




使用禁止 


ご使用中に、回 e 停止 • 異常 s •撮 
s 奥等が発生した時は、直5に使用を 
スイッチを切 y 、 粒ブラクをコン t ? ント 
抜く。火災 •« 電の恐れがあ y ます< 



满掃•点檳の時は^スイッチを切 y 差し込み 
ブラクをコン tz ントか灑れた手で抜き 
差ししない*感電の®れがあ y ます。 


差込プラグの刃および、刃の取付面に付藿 
したほこりは、きれいに拭 S 取る0 
火災の®れがあ y ます。 

























注意 


❶ 

設 B * 所 

平らで强度のある安定した場所に投置する • 
傾きが10度以上ので 
使用し e い0苜摄 y の is に馬囲に_苔物が 
e いことを»認する〇 

Q 

ffifflSS 止 

電源コードや差込プラグが傷んだ y 、 
コン t 2 ントの差し込みがゆるい時は使用 
し ttU でくださし、想®^シヨート、_の 
联因に ey ます • 

G 

使用禁止 

換気■としては、使用し《い*ダクトや 
の中等で使用しますと、モーター* 

羽格が揋傷す s » れがあ y ます • 

Q 

使用窠止 

择発往可燃物（シンナー • ガソ_」ン等）の 
近くでは絶対に使用しな“毅虫期•播除用 
スブレー e どを KS 付けない。引火•変 H 
•破»する a れがあ y ます • 

C 

ブラグを持って抜く 

粒プラグを抜くと Stt ]- K 6 歌ずに 
必ず差込プラグを持って弓 e 抜く • プラグが 
傷んでいるときは使用し e いでください • 

G 

使用*止 

鷹外の两水のかかる壩所や、直射日光下 • 
裏 s 多湿の孀所での使用は避ける • また 
火»こは近づけ«し Vo 1»|劣化による想電、 
漏電、火災•故疇の恐れがあ y ます•使用 
環境の*度範团は、0で〜4 0でです。 

❶ 

取 y 扱い注憊 

前折れの角度を変えると8は、スイッチを 
切 y 、» wws ® wt まっ c ことを ire して 
から操作する • 

愈' 

プラグ®抜く 

ご使用後は、 * 込ブラグ S コン tz ントか6 
抜いてお <• ten 劣化による火災•感電の 
»れがあ y * す • 

❶ 

接近注窳 

邏6中は本植に近づかな LU 轉にお子様は 
趣嫌です • 

ネクタイ • 手袋 • カーテン等が響 s 込まれ 
«いよ5に注雇してください • 

S 

a 度の裏いところ、两のかかるところ、 
wt 日光のあたるところは邂ける*お子様の 
手の騙かないところに保管してください争 

隻 

取 y 付け、 B ^ xnamas 手袋を•用す 
クガの»れがあ y ます， 


電力は廑»コン tj ントから取る。やむ®得ず 
蠹»コードを使用する場合 tt で S るだ！ブ«い 
a さでご使用ください • 


【用途】 


♦ェ塌内の播気•粉じんの辨除や機械の冼却、捵気等に 


【特長】 

♦サーマルブ□テクター（復播式遢 m 嫌装*)付きモーターを使用してお y ますので、安心してご使用いただけます。 
モーターが興常発熱すると、自動的にモーターが停止します。モーターの a 度が下がると自動的にモーターが回転 
します。 

※本機から繾れる際は必ず本体の電葱を切 y 、 電源ブラグをコンせントから抜いてください。サーマルブ□テクターが 
♦ブッシュポタンによ y 、 甩量を3段播に調節できます。 

♦左右首振 y • 上下首折れ檐齙が付いています〇 

♦高さは、124〜1 39 cm まで調節可能、スタンドタイブ。 

















【組立部品図】 


【各部の名称】 


④ガードリング 
一辦ガード 



製品を組み立てる除は、各部のネジを確実に縞め付けてください。振動でゆるみ、クガ • 
事故の原因とな y ます。邏送途上の衝擊等によ y 、 部品の破損•外れ•変形する場合が 
ありますので、組立的にご»这ください0またスイッチを切 y 、* し込みブラグを抜いた 
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• ⑥羽根に取 y 付けてあし j ます固定ビスをゆるめておきます。 

• モーターシャフト平面部分に固定ビスを締め付けられるように、位置を合わせながら差し込みます。 
• 固定ビスでしっか y と締め付けて固定してください。 



5 •④ガードリングのネジをゆるめ、⑤後ガードに合わせて取 y 付けます0 

•④ガードリングのネジをしめてしつか y と固定してください。 



❶ 

取扱注患 

ガードリングのネジの締めつけがゆるいと振動で外れることがあし J ます0 

ネジが確夷に締め付けられガードが外れないことを«12した5えでご使用ください0 

【アース】 

❶ 

接 地 

アースは他の*気器具と共用した y 、 ガス管 • 水道管 •« a 針 • 霣 b のアース等への接嫌は 
«対に行わないでください0大*危険です0 

アースエ事（接地工事）を新たに行ラには、霣91工事士の資格が必要です。アースエ事を 
行ラ壩合には、電気工事店にご相談ください0 
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【操作のしかた】 


1 スイツチ 

• スイツチは3段賭に風量が!®8で3る3速スイツチになつて 
お y ます0 

「強•中•弱」スイッチを押すと運転を開始します0 
「切』を押すと運転を停止します0 



2首振 y 

• モーター上部の首振 y ツマミを押すと首振 y を闐始し、 
ツマミを引き上げると首振りは停止します。 

• 首振 y 角度は水平方向に約9〇度の範囲で動きます。 


❶ 

取扱注邇 

首振 y 運転中に、無理に押さえて停止 
させた y しない。 

故障の原因にな y ます。 

を行う時は两明にない 
ことをして: 0 V 6 行つてくださし\〇 

3首折れ 

• 苗折れ角度は、図のよ5に4段兩にカチッと S のする所で 
固定されます。 

❶ 

取扱注想 

スイッチを 

切り、羽描の回転が止まつたことを 
確12してから操作してください0 




③一 


【仕様】 


品 


名 


45 cm アルミ羽根作業屬 


型 


OPF -18 A 














【保守と点検】 

羽根、ガード、モーターにホコ u が付 s しますと、異常音 •振動 •モーター過熱などの原因と® y ます。下記手順に 
從つて、 各部の渭掃を行ってください。 


• モーター表面のホコリは掃除機で吸い取つてください0 

•羽根、ガードの汚れは、薄めた中性洗朗に漫し、固くしぼつた柔らかい布で拭き取 y 、 さ6に乾いた布で洗剤が 
残らないよラに拭き取つてください0 

•長時間使用しない場合は、スイッチを切 y 、 差込ブラグをコン tz ントから抜いてください。またホコリがつかない 
よラに本機にビニール袋等をかけて保管してください。 


❶ 


漘播•点検の際は、スイッチを切し」差込ブラグをコン tz ントから抜いて、羽根の回転が 
止まつたことを確認してか6行つてください0 



廳技 

本体や羽根などを拭く塌合は、タワシ • 研®« • ベンジン • シンナー等をご使用にな y ますと、 
觼装面の»離や*形 • 破損を引き E こしますので、使用しないでください。 

羽根に贴付された注意シールをはがした y 、 文字を消さないでください。 


【トラブルの厣因と対策】 


故«の櫓類 

* 因 

対 m 

スイツチ? E 入れてち羽根が 
回転しない。 

•遵込ブラグがコンせントに正しく*し 
込まれていない0 

• コン tz ントに*し込まれているか点検。 

• 電源コードに傷等がないか点播。 

• モーター • スイツチの故» 

• お貢い上げの晒売店にご遣絡ください0 

通転中に興常啻ゃ振動が 

ある0 

• 羽根の固定ビスがゆるんでいる0 

• 羽杻の固定ビスを締め衋す〇 

•ガード IJ ングのゆるみ。 

• ガード U ングのネジ在締め直す。 

• a 定ネジのゆるみ。 

• 各部固定ネジを締め塵す。 

• 投臞*所が不安定。 

• 安定した效度のある壩所に移動する。 

羽根の回転が遇い0 

• 電圧が低い 

•正しい電圧で使用する。 

•延長コードが長すぎる。 

•延畏コードは使用しない。コンセントから 
fi い壩所で使用す So 


♦上記の点検をしても症状が変わらないときは、 事故 防止のため、 鏖5 に使用を中止し、差込ブラグをコン tz ントから 
抜いて、お霣い上げの 板 売店へ修理をご依賴ください0 
♦ご自分で分解•修理は®険ですから、絶対にしないでください。感«•クガの恐れがあ y ます。 


— 


本製品はサーマルブロテクター（復帰式遇熟保護装霾）付きモーターを使用してお y ます。 

モーターが異常発熱すると自動的にモーターが停止し、モーター a 度が下がると回転し始めます0 

度々このよラな症状が出ました6、使用を止め、お霣い上げの販売店にご遭輅ください0 

※サーマルブ□テクターが作動し復帰すると、羽根が自動的に回転し始めますので、十分ご注患ください。 



























ェ塌 H についての重要なお知らせとお願い 


s 期 w こ®用のエ蠲屬では、電 a コード • モーター • コンテンサ等の電氪«8の*年劣化によ s 発熱 • 発* • 発火の s « 性があ y ます* 
c « 用前には必ずご確 a いただき、次のよ5な II 状があ51•合には、蠹ちに使用を中止してください • 


• as 在入れてち羽播が回 e しない • 

•■源*入れ s と異常裔や雄動があ 5* 

_モーター明分が異常に熱い、または黧げ奧い • 


: DMttiaOTIM * です • 一艘家 b でのご使用に比べると、 a » な《境で*時(■こ使用に 
なることが想定され*す • ご使用*には必す点樓をし、興爾がないこと*こ flRg くだ; S : い • 
また、ご使用にならないときは、必ず差込プラク*コンせントから a いてください • 
WBIUSi プラグ毫コンせントに差し込んだ**放讎し*すと、トラッキング班象（差込 


•羽*の回 e が興*に遐ぃ、または不規_に目転す 5 .初と: T / r ノトのホコタ棚* y 、 奴棚0わ5と火花が姓しやすくな y * を 


□ンせン I 
の _ c ホ: 


•本体•羽根が S 肜してい5。 


ホコ U が熱げて*化す 


て*化すると、『トラック J と岬ばれる電気の邋が作られ、そこから放!5 
班象のこと*トラッキング班象といい*す • >が起こる«»性があ y ます • 


株式会社 ナカト S 

〒382-0836長野檠上高并 S 高山村大字高并6445番地2 
參商品についてのお問い合わせは「お客様相談窓口 J までご連辂ください< 


受付時間 
※製品は 


お客様相談 ® コ TE..C26 245 3105 FAX. 026 243 7101 


ため予告なく 


仕 s 等を変更する 







